
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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定員管理の適正度
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類似団体平
均

白石市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
■財政力指数
　・　人口の減少や２５％を超える高齢化に加え、長引く景気低迷による減収などから、０．４２と類似団体平均を下回ってい
    るため、定員管理適正化（５年間で約５％減）などに取組むとともに、税収納率の向上（５年間で１％の向上）を目指す。
■経常収支比率
　・　平成７年から高利率の地方債については、繰上償還を実施してきたことにより、類似団体平均を下回っている。今後、
　　扶助費の増加などで比率の悪化が予想されるため、定員管理適正化や管理職手当の見直し（１０％の削減）による人件
　　費の削減など義務的経費の削減に努め、現在の水準を維持する。
■起債制限比率
　・　白石市総合計画のもと、適切な事業実施により、類似団体平均を大きく下回る１．０％となっている。過去３年間、同程
　　度となっているが、今後、増加の兆しが見られるため、緊急度・住民ニーズを的確に把握した財政運営に努める。
■人口１人当たり地方債現在高
　・　類似団体平均を若干上回っているが、高利率の地方債などについては繰上償還を実施してきたことにより、今年度より
　　類似団体平均の水準になることが見込まれる。
■ラスパイレス指数
　・　全国平均値を２．５ポイント下回り、類似団体平均値とは０．６ポイントの差があることから、ほぼ適正な水準であると考
　　えられる。今後も、引き続き各種手当の総点検を行うなど、より一層の給与の適正化に努める。
■人口１．０００人当たり職員数
　・　これまで適正化計画を着実に実行しているが、全国市町村平均をわずかに上回っている。平成２２年４月１日における
　　市全体の総定員については、平成１７年４月１日現在の総定員に対して新地方行革指針に掲げている４．６％を目標と
　　して職員削減に努める。


